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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
累計期間

第50期

会計期間
自平成23年１月１日
至平成23年９月30日

自平成24年１月１日
至平成24年９月30日

自平成23年１月１日
至平成23年12月31日

売上高（千円） 19,234,83319,490,32925,612,304

経常利益（千円） 934,533 1,010,404 1,247,080

四半期（当期）純利益（千円） 333,830 431,284 528,109

四半期包括利益又は包括利益（千円） 440,501 600,467 644,239

純資産額（千円） 7,441,054 8,149,087 7,644,792

総資産額（千円） 21,120,03722,506,12820,958,360

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 30.52 39.43 48.28

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 30.5 31.0 31.6

　

回次
第50期

第３四半期連結
会計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 13.29 16.25

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第50期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む主な事業内容の変更は概ね

次のとおりであります。なお、主要な関係会社における異動はありません。

＜その他事業＞ 

　第２四半期連結会計期間において、当社は太陽光発電事業に進出しました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析 

　当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績につきましては、前連結会計年度の繰越工事高の影響により当

社の建築土木工事の売上が減少したものの、当社及び連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において戸建

住宅及びリフォーム工事の売上が順調に推移したこと等から、連結売上高は前年同期比1.3％増の19,490,329千円、

連結営業利益は前年同期比8.3％増の1,045,979千円、連結経常利益は前年同期比8.1％増の1,010,404千円となりま

した。また、連結四半期純利益につきましては、前連結会計年度に資産除去債務会計基準の適用に伴う特別損失を計

上した影響から、前年同期比29.2％増の431,284千円、その他の包括利益を加味した結果、連結四半期包括利益は前

年同期比36.3％増の600,467千円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業損益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

　

＜建設事業＞

　建設事業セグメントに関しましては、建築土木工事において当期の受注は好調に推移したものの、前期からの繰越

工事高が少なかった影響等から、売上高は前年同期比10.6％減の4,647,319千円、営業利益は前年同期比13.9％減の

270,087千円となりました。

　

＜設備事業＞

　設備事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比0.8％減の2,417,479千円となりました。営業利益につき

ましては、連結子会社である三樹エンジニアリング株式会社において、収益性の高い工事の完成があった影響から、

前年同期比1.8％増の107,294千円となりました。

　

＜住宅事業＞

　住宅事業セグメントに関しましては、当社におけるリフォーム工事の売上が増加したこと及び連結子会社である

セキスイハイム山陽株式会社において、前年同期と比較して引渡棟数が増加した影響等により、売上高は前年同期

比5.4％増の11,295,827千円となりました。営業利益につきましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会

社において、人員の増加に伴い販売費及び一般管理費が増加したものの、売上高増加の影響により、前年同期比23.3

％増の529,860千円となりました。

　

＜不動産賃貸事業＞

　不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において賃貸物件の

収入が増加したこと等により、売上高は前年同期比36.2％増の847,823千円となりました。営業利益に関しまして

は、売上高の増加による影響に加え、前期に当社において業務委託手数料の発生等から販売費及び一般管理費が増

加していた影響から、前年同期比80.5％増の165,769千円となりました。

　

＜その他事業＞

　その他事業セグメントに関しましては、当社の太陽光発電事業において固定価格買取制度に基づく売電を開始し

た結果、売上高は前年同期比9.3％増の281,879千円となりました。営業損益に関しましては、太陽光発電事業関連の

支出が発生した影響から、営業損失1,404千円（前年同期 営業利益9,081千円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

① 資産

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、販売用不動産の取得に伴うたな卸資産の増加及び

太陽光発電事業設備の完成に伴う機械・運搬具の増加等により、22,506,128千円（前連結会計年度末は

20,958,360千円）となりました。

 

② 負債

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、工事受注増加に伴う支払手形・工事未払金等及び

短期借入金が増加したこと等により、14,357,041千円（前連結会計年度末は13,313,567千円）となりました。

 

③ 純資産 

　当第３四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、四半期純利益による利益剰余金の増加等により

8,149,087千円（前連結会計年度末は7,644,792千円）となりました。 

 

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

　

(5) 従業員数

　当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

　当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。　

　

　

(7) 主要な設備　

　当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設について完了したも

のは以下のとおりであります。

会社名 所在地 セグメントの名称 設備の内容 投資額（千円） 完了年月

提出会社 茨城県つくば市 その他 太陽光発電施設 598,560平成24年６月

　また、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名 所在地
セグメント

の名称
設備の内容

投資予定金額
資金調

達方法

着手及び完了予定年月

総額

（千円）

既支払額

（千円）
着手 完了

提出会社
茨城県

つくば市
その他 太陽光発電施設 520,000 － 借入金 平成25年３月平成25年８月

（注）　上記金額には、消費税等は含んでおりません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,532,630 11,532,630

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。

計 11,532,630 11,532,630 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

　　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

－ 11,532,630 － 764,815 － 705,825

　

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 594,000 －
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,925,000 10,925 同上

単元未満株式 普通株式 13,630 － 同上

発行済株式総数 11,532,630－ －

総株主の議決権 － 10,925 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれておりま
す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

  

②【自己株式等】

　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

美樹工業株式会社
兵庫県姫路市東延
末二丁目50番地

594,000 － 594,000 5.15

計 － 594,000 － 594,000 5.15

　

　

　

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,065,414 842,086

受取手形・完成工事未収入金等 1,449,860 1,782,243

たな卸資産 3,600,980 3,899,113

預け金 342,084 457,230

繰延税金資産 117,120 117,492

未収還付法人税等 7,922 －

その他 224,792 237,033

貸倒引当金 △11,885 △13,944

流動資産合計 6,796,290 7,321,256

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 4,145,548 4,140,699

機械・運搬具（純額） 20,179 582,154

工具器具・備品（純額） 722,689 737,630

土地 7,246,706 7,525,504

リース資産（純額） 476,677 497,919

建設仮勘定 215,996 341,748

有形固定資産合計 12,827,799 13,825,657

無形固定資産 27,011 32,041

投資その他の資産

投資有価証券 458,843 492,098

破産更生債権等 1,661 761

繰延税金資産 280,413 279,190

その他 639,182 606,091

貸倒引当金 △72,840 △50,967

投資その他の資産合計 1,307,259 1,327,173

固定資産合計 14,162,070 15,184,872

資産合計 20,958,360 22,506,128
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,443,631 1,653,191

短期借入金 1,770,000 2,370,000

1年内返済予定の長期借入金 874,040 937,040

リース債務 178,584 192,922

未払法人税等 106,569 149,853

未成工事受入金 1,576,215 1,392,457

賞与引当金 119,387 211,601

役員賞与引当金 10,500 －

完成工事補償引当金 187,119 182,007

工事損失引当金 20,000 75,496

資産除去債務 7,500 18,734

その他 654,243 683,589

流動負債合計 6,947,790 7,866,894

固定負債

社債 800,000 800,000

長期借入金 4,287,158 4,344,428

リース債務 293,309 305,682

退職給付引当金 258,978 270,630

役員退職慰労引当金 251,722 277,350

資産除去債務 171,817 172,692

その他 302,790 319,362

固定負債合計 6,365,777 6,490,147

負債合計 13,313,567 14,357,041

純資産の部

株主資本

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 5,273,189 5,616,967

自己株式 △107,829 △107,829

株主資本合計 6,636,000 6,979,777

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △17,232 1,326

その他の包括利益累計額合計 △17,232 1,326

少数株主持分 1,026,025 1,167,983

純資産合計 7,644,792 8,149,087

負債純資産合計 20,958,360 22,506,128
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 19,234,833 19,490,329

売上原価 14,729,483 14,763,726

売上総利益 4,505,349 4,726,602

販売費及び一般管理費 3,539,452 3,680,623

営業利益 965,896 1,045,979

営業外収益

受取利息 9,050 9,440

受取配当金 2,930 2,945

持分法による投資利益 － 3,911

貸倒引当金戻入額 3,694 9,405

その他 24,365 18,755

営業外収益合計 40,040 44,458

営業外費用

支払利息 54,245 50,408

社債利息 3,182 3,195

持分法による投資損失 2,766 －

シンジケートローン手数料 3,000 3,000

その他 8,208 23,429

営業外費用合計 71,403 80,033

経常利益 934,533 1,010,404

特別利益

固定資産売却益 4 －

投資有価証券売却益 － 515

会員権売却益 2,837 －

負ののれん発生益 26,827 －

受取和解金 11,000 －

特別利益合計 40,668 515

特別損失

固定資産売却損 － 2,673

固定資産除却損 13,807 3,904

投資有価証券売却損 70 －

厚生年金基金脱退特別掛金 － 16,004

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 141,232 －

特別損失合計 155,110 22,583

税金等調整前四半期純利益 820,092 988,336

法人税、住民税及び事業税 378,429 406,428

法人税等合計 378,429 406,428

少数株主損益調整前四半期純利益 441,662 581,908

少数株主利益 107,831 150,623

四半期純利益 333,830 431,284
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 441,662 581,908

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,161 18,559

その他の包括利益合計 △1,161 18,559

四半期包括利益 440,501 600,467

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 332,669 449,843

少数株主に係る四半期包括利益 107,831 150,623
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

（減価償却方法の変更）

  連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リブライフは、法人税法の改正（経済社会の構造の変化

に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律（平成23年法律第114号）及び法人税法施行令の

一部を改正する政令（平成23年政令第379号））に伴い、第２四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。これによる損益に与える影響は

軽微であります。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

（税金費用の計算）　

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。　

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

 

　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

下記の債務に対して、保証を行っております。 

前連結会計年度
（平成23年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
607,550千円

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
1,180,010千円

  

　　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

減価償却費 366,603千円 438,764千円

  

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月23日
定時株主総会

普通株式 43,753 4.0 平成22年12月31日平成23年３月24日利益剰余金

平成23年７月28日
取締役会

普通株式 43,753 4.0 平成23年６月30日平成23年９月１日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月28日
定時株主総会

普通株式 43,753 4.0 平成23年12月31日平成24年３月29日利益剰余金

平成24年７月30日
取締役会

普通株式 43,753 4.0 平成24年６月30日平成24年９月３日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年９月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位 ： 千円）　

 
報告セグメント

その他 
（注）１ 

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への

売上高
5,201,2402,436,94810,716,073622,61218,976,873257,95919,234,833 　 19,234,833

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 318,93728,49410,575358,006 － 358,006△358,006 －

計 5,201,2402,755,88510,744,567633,18719,334,880257,95919,592,840△358,00619,234,833

セグメント利益 313,648105,373429,56691,839940,4289,081949,51016,386965,896

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パブリックゴルフ場経営、損害

保険代理店業、飲食事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額16,386千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年９月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位 ： 千円）　

 
報告セグメント

その他 
（注）１ 

合計
調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客への

売上高
4,647,3192,417,47911,295,827847,82319,208,449281,87919,490,329 　 19,490,329

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

158,009309,590115,4346,709589,743 － 589,743△589,743 －

計 4,805,3282,727,07011,411,261854,53319,798,193281,87920,080,073△589,74319,490,329

セグメント利益又

は損失（△）
270,087107,294529,860165,7691,073,012△1,4041,071,607△25,6271,045,979

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パブリックゴルフ場経営、損害

保険代理店業、飲食事業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△25,627千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 30円52銭 39円43銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 333,830 431,284

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 333,830 431,284

普通株式の期中平均株式数（株） 10,938,332 10,938,332

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

　当社が加入している「兵庫県建設業厚生年金基金」の平成24年10月22日開催の臨時代議員会において、当社の同基金か

らの脱退が承認されました。

　これにより脱退に伴う特別掛金170,522千円が発生する見込みとなりましたので、平成24年12月期第４四半期連結会計

期間において特別損失に計上する予定であります。

　

　

２【その他】

 平成24年７月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………43百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年９月３日

（注）  平成24年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩井　伸太郎　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 徳丸　公義　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会社

の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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